
集）   

・うつ病や自殺の問題について、地域住民が主  

体的にこころの健康問題へ取組むことが出来   

るような「普及啓発プログラム」の実施   

・事業者説明会の開催   

・賃貸住宅（市部マンション）の管理者及び住   

民に対する緊急時の連絡体制整備の啓発   

・職員向けの対応手引きの作成   

・地域見守り活動調査、検証報告書の作成   

・県内市町村における取組内容のとりまとめ  

安否確認システム等  
の取組み  

・民生委員の訪問   

・民生委員による地区社協の実態調査を兼ねた   
友愛訪問   

・地区社会福祉協議会による安否確認   

・見守り推進員活動マニュアルの策定（地域包括  
支援センターに4職種目の専門職として、地域   
見守りを担当する見守り推進員を配置）   

・KD（孤独死）委員会、バスター ズ（自主防犯   

パトロール隊）の見守り   

・新聞店に見守り依頼等   

・向う3軒両隣運動の見守り、呼びかけ   

・環境協業組合とのごみ処理の覚書   

・「ふれあい協力員」の見守り   

・郵便局外務職員による月2回の定期的な安否  
確認、励ましやいたわりの声かけ   

・単身高齢者への情報誌の訪問配布（実態調査、   

安否確認、見守り及び高齢者の日常生活に関   
する情報提供）  
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・住民参加による継続的な見守り活動、安否確  

認の実施  

・宅地建物取引業協会との連携による賃貸住宅  
における独居高齢者の安否確認  

・往復ハガキによる定期的な安否確認   

情報システム等  ・24時間対応電話、緊急システム（地域包括文   

組み   援センター）  

・緊急連絡カード、あんしん登録カード等の配  

布  

・ダイヤル119「緊急連絡先一覧」の掲示依  

頼  

・孤独死110番  

・鍵業者との覚書  

・「緊急時連絡先カード・暮らしに便利な電話  

番号簿」を配布   

ン等集う場の取  ・マンションでのサロン開催（一定期間の居住  
・利用者すべての世帯を対象）  

・いきいきサロン等  

・専門員による訪問  

・小学校区にある地域会館等に高齢者が集うサロ  

ンを設置  

・食事会・いきいきサロン・ふれあい喫茶等の  

開催   

トワーク構築等  

組み   

・孤独死防止ネットワーク会議  

・孤独死予防センター  

・「見守り、 声の訪問」ネットワーク   
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・地域支援ネットワークの贅備（行政、社協、地  
域包括支援センター、 民生委員等が中心とな  

るネットワークの構築）  

・高齢者孤立対策検討会等の設置（学識経験者、  

行政の関係機関、民生委員、地域包括支援セ  
ンター、社会福祉協議会、老人クラブ、NP  
0団体、警察等が地域の実情に応じて参画）  

・地域支援ネットワーク構築のための勉強会  

・ソーシャルサポートの資源となる住民レベル  

での多様な地域活動を支援し，発展させてい  
くための「さまざまな地域活動の強化」の実  

施  

・孤立死の防止に関する調査研究委員会の設置  
（学識経験者、民生委員、老人クラブ員、介  

護サービス事業者等を委員とした研究委員会  
を設置し、孤立死防止策について検討）   

相談事業等の取組み  ・福祉よろず相談  

・テレホン相談  

・社会福祉協議会に連絡相談窓口の設置  

・専門員による相談  

・精神科医や関係スタッフによる相談窓口の設  

置により、メンタルヘルスの専門的な「相談  

プログラム」を実施  

・専門職が、介入ニーズのある高齢者の住まい  

を定期的に訪問し，個別的な心理社会的ケア  
を実践する「訪問ケアプログラム」の実施  

・相談の場面等を利用し多職種からなる「チー  

ムによるケースマネジメントプログラム」の  

実施   

その他の取組み   ・県内他実施地区との情報交換  

・「心のケアサポーター」養成講座の開催   
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・「一人暮らしの便利帳」の配布（予定）   

・平成20年度から、各市町村に対し、見守り   
ネットワークの構築を働きかけるために、見   

守り関係団体の代表者を集めた協議会を開催   

し、合意   

・市町村におけるネットワーク構築の課題とな   

る個人情報の取扱いに関するガイドラインの  

策定及びネットワーク構築の参考資料を集め  

たマニュアルの作成（平成20年度  
配布予定）  

∩
〓
．
 
〔
卜
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〔資料編〕  
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日本の将来推計人口  

国立社会保障凸人口問題研究所（平成18年12月推計）  

表ト1総人口，年齢3区分（0～14歳．15～64歳．65歳以上）別人口および年齢構造係数ニ［出生中位（死亡中位）推計］  
■ 左二亘 

． 割 合（％）   
二i亘亜二こ毎夏転二∈  

年 次  一一－－一劇・－－∠上－－一一ヒ  
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63（2051）  94、102  8，061  48，58S  37，453  

64（2052）   93，056  7，914  47，894  37，248  

65（2053）   92、013  7，774  47、224  37，014  

66（205ヰ）   90，971  7，641   46，577  36，753  

」旦ぷ狸追L⊥仙」独旦狙  仙－  
7，516  45，951  36，463  40．5   3＿4  

各年川月1日現在人口．平成17（2005）年は，講読省詫計局『国勢調査潮音』（年齢「不詳人口」を按分補正したJ人口による＿  
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日本の都道府県別将来推計人口  

国立社会保障・人口問題研究所（平成19年5月推計）  

表Ⅰ－11将来の都道府県別老年人口  
（1，000人）  

3了   



日本の世帯数の将来推計（全国推計）  

国立社会保障・人口問題研究所（平成20年3月推計）  

表2．世帯主65歳以上・75歳以上の世帯の家族類型別世帯数．割合（2005～2030年）  

世 帯 数 （1，000世帯）  

世帯主65歳以上  

3，865   7，580  
4，655  8，844  
5，621 10，011  

6，311 10，228  

6，729   9，873  
7〉173   9，482  

2005年  

2010年  

2015年  

2020年  

2025年  

2030年  

13，∈i46  

15，（；80  

18，028  
18，〔）92  

19，012  
19，031  

1，014   2，100  
1，213  2，181  
1：413   2，397  
1，515   2，454  
1，545   2，409  
1，564   2，376  

4，648   1，918  
5，336  2，295  
5）991   2，607  
6，140   2，573  
5，941   2，387  
5，685  2，233  

世帯主75歳以上（再掲）  

1、967  2，660  
2フ504   3，520  
2，960   4，223  
3，417  4，835  
4，023  5，473  
4〕286  5，420  

割  

2005年  

2010年  

2015年  

2020年  

2025年  

2030年  
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11，097  
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100．0  

100．0  

100．0  
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8
 
8
 
1
 
0
 
〔
リ
 
4
 
 

0
 
L
 
2
 
2
 
1
．
〇
 
 

3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
3
 
 

5
 
4
 
5
 
6
 
6
 
8
 
 

8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
8
 
 

5
 
〔
U
 
1
 
5
 
4
 
く
リ
 
 

6
 
4
 
3
 
2
 
2
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
1
 
 

7
 
7
 
5
 
6
 
4
 
7
 
 

8
 
9
 
0
 
0
 
0
 
9
 
 

1
 
1
 
1
 
 

注：四捨五入のため合計は必ずしも－一一致しない。  
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高齢者の住宅と生活環境に関する意識調査   

内閣府政策統括官（平成16年度）  

表1－2 住宅の種類  
総数  無回答  

民間か  民間の  

ら購  賃貸住  
入・注  

宅   区町村  

文住宅   の公営  

賃貸住  ど）   

宅   

【総   数】（実数）   1，886  20   17   213   149   46   14   4   ウ  

（構成比）  88．6％  86．6％  1．1％  0．9％  11．3％  7．9％  2．4％  0．7％  ・0．2％  0．1％  

【都市規模別】  

大都市  332   2．4   1．5  22．9  14．8   3．6   3．9   0∴．6   

中都市   715  88．5  86．3   1．3   1．0  11．3   9．0   2．1   0．1   0．1   0．1   

小都市   449  91．8  91．1   0．2   0．4 8．2   6．2   2．0  

町村  390  94．9  93．6   0．5   0．8   4．9   2．1   2．6   0．3 0．3  

【年齢階綾別】  

60一、一64歳  482  88．0  85．9   1．2   0．8  11．8   7．9   2．5  1．2   0．2   0．2   
65～69歳   433  86．4  84．8   0．5   1．2  13．4   9．7   2．5   0．9   0．2   0．2   
70～74歳   417  89．0  86．8   1．4   0．7  11．0   7．4   2．6   0．5   0．5  
75～79歳   292  87．7  86．0   1．4 0．3  ユ2．3   8．9   2．7   0．7  
80～84歳   167  93．4  90，4   1．2   1．8   6．6   4．8   1．8  

85歳以上  95  1．1  5．3  4．2  1．1  

【家族形態別】  

単身世帯  218   1．8  1．8   38．1   29．8  4．6   3．2  0．5  

夫婦二人世帯   680  89．9  88．4   1．2   0．3  10．1   6．0   3 0．4   0．4  
本人と子の世帯   497  92．2  90，9   0．8   0．4   7．8   5．・4   1．8   0．6  
本人と子と孫の世帯   348  95．1  93．1   0．9   1．1   4．3   3．2   0．9   0．3  0．6   

その他   142  95．1  90．8   0．7 3．5 4．9   3．5   1．4  

－
∽
∽
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世帯類型に応じた高齢者の生活実態等に関する意識調査  

内閣府政策統括官（平成17年度）  

人とのつきあい  

自治会や老人クラブが主とな  グルーープ活動では、町内会  っているが、  

していない者も少なくない。一人暮らしせ帯の男性は、  所属  近所づきあ  

いや友人  ある。   との関わりが相対的に希薄で  

（1）近所づきあい（Q9）［調査結果P59 図4－1－1］  

「近所の人とどの程度つきあいをしているか」についてみると、「お互いに訪問  

しあう人がいる」割合は、一人暮らし世帯（33．1％）、夫婦のみ世帯（28．2％）、一般  

世帯（：30．3％）であるが、一人暮らし世帯の男性は14．8％と低くなっている。一方で   

「っきあいはない」割合は、夫婦のみ世帯（4．4％）、一触世帯（6．8％）に比べ一人暮  

らし世帯（11．2％）で高くなっており、一人暮らし世帯の男性（24．3％）では特に高く  

なっている。  

図4－1－1近所づきあい（Q9）  

n  

一人暮らし世尋宥（ 792）  

夫婦のみ世帯（873）  

一  般 世 帯（1，091）   

＼   セ  

27 7     4．401  

29 0   

前回調査と比較すると、一人暮らし世帯で「お互いに訪問しあう人がいる」は  

7．9ポイント減少し、「つきあいはない」が2．3ポイント増加している。  

図4－1－2 近所づきあい（Q9）（前回比較）  
／〕きあし、はなし  

ゴつカ、ら  
なし、  お互いに言古間  立ち話をする  あいさつをする  

しあう人がいる  葦呈度の人がいる   孝皇度の人がいる  n  

平成17年度（ 792）  

平成14年度（1，941）  

28 9  

（2）親しい友人の有無（Qll）［調査結果P67 図4－3－1］  

「家族や親族以外の人で相談しあったり、世話をしあう親しい友人がいるか」  

についてみると、「親しい友人はいない」割合は、一人暮らし世帯（26．9％）、夫婦  

のみ世帯（27．3％）、一般世帯（26．2％）でほとんど差がないが、一人暮らし世帯の男  

性（41．3％）については、特に高〈なっている。  

図4－3－1親しい友人の有無（Qll）  

羊に数回連絡を取り  
合っている友人がいる  

ほとんど毎日 濁に1回以上 月に1、3回  
連結を取り  連結を取り  連絡を取り  
合っている  合っている  合っている  

Il友人がいる  友人がいる  友人がいろ  

友人が  

いる  
わからない  

親しい友人  
はいなし、   ほ十）  

腸）   0．9  72．2  

0．7  72．1  

1．3  72．5   

〟人暮らし世帯（792）  

夫婦のみ世帯（873）  

一・子役 世 帯（1，091）  
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個人情報保護に関する世論調査  

内閣府大臣官房政府広報室（平成18年9月）  

図17 防災・防犯のための個人情報の共有・措用  

防炎，防犯のためであれ 妨孝三，防犯のためであれ防災，防犯のためでわから  
ば，積極的に個人情報を共ば，必要最小限の範囲であっても，個人情幸6ない  

（喜亥当著敬）   

勤：（1，811人）  総  
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多目的コホ∬ト研究（JPHC研究）からの成果  

厚生労働省研究班（平成19年度）   

社会的な支えと循環器疾患の発症・死亡リスクとの関連－一概要一－  
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社会的な支えの度合い  

回1 社会的な支えと脳卒中発症 一 死亡（全体）  

＊ 統計学的に有意 粗 傾向が統計学的に有意く戸†orlrend＝0．ロ3）  

男 性＝  

0，0  

社会的な支えの度合い  

回2 社会的な支え と 脳卒中死亡（男女別）  

ホ 統計学的に有意 ＊＊ 重臣向か統計芋的に有意（Plortrend＝0＿03）  

社会的な支えは脳卒中になったあとの回復に影響   

今回の結果より、社会的な支えが少ないグループでは、社会的な支えが多いグループに比べて  
脳卒中の死亡リスクが高いことがわかりました。この関連は特に男性ではっきりと見られました。  
しかしながら、社会的な支えの低さと脳卒中の発症リスクとの間には関連がなかったことから、社  
会的な支えは脳卒中の疾病予防よりも、脳卒中になったあとの回復にとって重要であると考えら  
れます。今回の結果から、婚姻率の低下や高齢人口の増加がみられる日本の社会において、孤  
立しないように支えてくれる身近な人の存在の大切さが改めて示されることになりました。  

－42一   




